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静岡県湯ケ島鉱山物理探鉱翻査報告
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GOophysical　ProΦectin樗of　theYugashim題

　　　　　　　　Gold　Mine．

　　　　　　　　　　　by

Sh6ichi　Kunori，Tomosaburo　Saito

　The　ore　of　gold　and　silver　veins　are　of

filling　deposits．Gangue　minerals　are　quartz，

calcite　and　rhodochrosite．　Satisfactory　re－

sults　were　obtained　on，the　known　deposits

めy　a　preliminary　gamma　ray　survey（Figs．

1，2＆3）and　a　simple　chemical　suryey。

　Resistivitymeasurementsaresometimes
preferable（Fig．5）．Self　potential　meas魔e－

ments　seems　to　be　of　no　us㊧in　this　mine

（Figs．4＆3）．Gamma　ray　and　geochemical

methods　will　be　more　effective　than　other

methods　for重he　gold　mine　of　this　kind．

要 約

　静岡県湯ケ島鉱山の裂罐充墳含金銀鉱床に対してガ詫

マ線放射能探鉱法・電気探鉱法・および地化学探鉱法に

よつて研究調査を実施した。その結果放射能法および地

化学法はある程度有効であるぷ5に思われた。

　鉱脈の近くの栂岩が珪化している場合には，比抵葺法

の利用も多少考えられる。自然電位法が本鉱山における

ように有効でない場合，ガンマ線法の利用について今後

さらに．研究すべきであると考えられる。

　　　　　　　　　　4．　序

　昭和26年6月27日より7月6日まで湯ケ島鉱山におい

て1放射能探鉱に，電気探鉱および地化学探鉱を併用し

て調査を行つた。こ鼠にその結果を報告する。本調査に

際して種々支援を与えられた湯ケ島鉱山長村上良作氏お

よび土肥鉱業株式会就の諸氏に謝意を表する次第であ

1るo

　　　　　2．・位置および交通（第1図）

　湯ケ島鉱山は静岡県田方郡上狩野湯ケ島地内にあつ

て，修善寺の南方約10kmにある湯ケ島の西方約2klh

　管　物理探鉱部

の
．
地点にある。鉱山の西方約3kmの持越鉱山附近より

湯ケ島に向つてシ充れる持越川はこの鉱区の⇒ヒ部を貫シ鑑

し，猫越峠附近より北流する猫越川との合流点附近に新

坑口および鉱山事務駈がある。修善寺より持越鉱山行の

直通バスが事務所前にて停る。

3．地形および地質

　本調査に先立つて地質調査が本所高島按官等によつて

実施せられた5）。こ瓦にその概要を述べξ。　　1

　地形は第…；紀火山地形を示し，鉱山は標高753mの棚

場火山の東斜面に位置し，その標高は約300mである。

坑口は狩野川支流，持越川および猫越川との合流点附近

にある。坑道の眞上にあたる畑地や竹籔の中に数多の陥

浸穴および亀裂が見られる。

　湯ケ島鉱山附近の地質は第三紀中新統以後の火山活動

によると推察される火山岩類および同砕屑岩類よりなる。

4．’鉱 床

　鉱床は輝石安山岩・凝次岩中の裂罐または断暦に沈澱

したもので，石英・方解石および硫化鉱甥の対称または

非対称縞状構造を呈し，部分的には角礫状構造を示すも

のもある。

　鉱脈は主として3條の鉱脈よりなり，いずれもN20～

300禽，80QWの含金銀石英方解石脈よりなる。

　鉱脈を構成する鉱右鉱物は自然金・輝銀鉱・黄鉄鉱・

黄銅鉱・閃亜錯鉱等を産し，白色または緻密状石英・方

解石・マンガン方解石・菱マンガン鉱・バラ輝石・イネ

サィト等を遽…する。

　最大の鉱脈は280尺鑓N20QW，800W～E，幅0．8～1．O

mである。西北部においては30尺鑓：N80QW，700Wと・

交叉し，その部分に落合直りゑつくつている・西南部に

』おいては白色緻密状，ガラス歌石英に富み，かつ鉱脈の

鑓幅もや瓦狭くなり，：走向断暦N200～30QW，70QNに

より切らんとしている。鉱脈はまた…部においては細い

10～30cm程度のN20Q～30φW方向の支脈を出し，末端

部は網朕となり，または尖滅朕態となる。

　濁岩の変質は母岩によつて異なるが，一般に富鉱部附

，近の硫化物に富む部分は脈石石英も少なく，珪化作用は

若干弱いよ5であり，また粘土化作用は富鉱部周辺部に

おいては特…にi著しいよ5である。

　酸化帯はメ；体一200尺，坑附近なるものの如く少一100尺坑
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道においてはヤンガン方解石・菱マンガン鉱・バラ簿石

を伴5方解石石英賑となり，地並坑道においてほ図nけ

ほとんど黒色r一酒愛イヒマンガンとなる，、

含金品位10g／t内外で金銀比は1：lo内外である。

5．調査区域および調査目的

　調査区域には現在稼行中の鉱脈を中心とし，試錐計画

地点を含んだ地域を選定し，既知および未知の推定鉱脈

を横断するよづに，測線1から皿までを設けた。その他

坑内等にも補助測点を設けた。

わが国の石英含金銀鉱脈に対しては，いままで比抵抗

法および自然電位法のみが用いられており，昭和16年に

は本鉱山に対して，地質調査所技師野口高，同じく加來

一郎にょつて比抵抗法（三極法）による調査がなされた

が，資料は未発表のま瓦焼失した。

最近主して石油・天然ガス鉱床の探査において地中ガ

スのラドン強度を測定すると，断暦線上、にβ最度極六の地

点を5ることが知られている。金属鉱床に窯3いても同じ

ことが起るよ5であるが調査実例は甚だ少ない。今回筆

者等はガンマ線をG－M管によつて測定し，断暦を探

知しよ5とした。最近生野鉱山においても同様の目的で

研究調査がなされた。

放射能法と同じ測線を利用して比抵航法の調査を実施

し，自然電位法および地化学法をも実施して比較研究を

手了5ことにした。

蔵　調査方法および調査結果

放射能搬の測定には・受話騨て計数を開きとる

1S4軍球増巾器を当所にて試作した∂。

　G－M瞥と塘巾器は同一のアルミニユームケース（25

×12×6cm3）に牧めた。積暦高圧乾鵡池1050ボルトは

別の箱に牧め，坑内の測定iの時はン小型ルックサッ〃内

に電池箱と共に防水衣に包み持蓮ぴし，受話器のみを外

一に取り出した。機器を地上に直接置いても，地上から少

しはなしても計数に明らかな変化はなかつた。測点は5m

毎または10m毎にとつて，1測、点の1回の計数測定時

閲を10分聞と定め10分聞の計数結果を第2図に示した。

　自然計数とし宅は鉱山事務所の机上にて1時聞測定し

た結果10分聞の平均計数422±23を得た。理論的には卒

均標準偏差は総計数の耶方根であるから，計数値を400域

上にとれぼ標準偏差は±20となり，比較標準偏差として

は±20／400すなわち±5％以下に牧めることができる2）α

　比抵抗法，・自然電位法の測定には松見商会の電気探鉱

器を用い，測定を5m毎，F電極聞隔は10mおよび20mに

とつて：二極法により測定した。

　地化学探鉱法には本所下河原按官の試作した携幣用の

装置を用いた。

1）　ガンマ線放躰能法の結果（第2図，第3図）

既知鉱脈を横断する測線において，放財能極大の地点

が多数ある。

皿線㍉5，
v線ホ、6，

　　ホlo》

　地並坑道　イ7，5

　測定日が異ると，図に波線に示したよ、5に計数は一致

しないが，大体の傾向は同じである。同一の測線（例え

ぱ四線）を2回測定しても極大の地点は移動しない・風

化した表土が厚く被覆している所，畑等地面が甚だしく

舌Lされたよ5な所，｛列えば1皿線へ1g，へ16，iV線イ7，イ1。

等は余り明らかでないが，既知鉱脈による多少の増大が

見られる。

　1線　ハ15，1［線チ11，チ4，粗線1・H等に同様な放射

能塘大地点が認められ，V線ホ6，ホ4二皿線へg，へ6等

と共に推定鉱脈による増大と一応考えられる。

　地並坑道内の測定においては，イ6280，尺，鑓の近くに

最大603110分を得た。330尺鑓6近くに壇大ばないよ5

である。計数の少ない地点は坑内コンプレヅサー室にて

320／10分，坑道の奥イ・7（地表下約75m）にて302／10分，

1線ハ13にて302／10分，顎線イ9竪坑跡，隔浸地点に．て

410／10分等である0

　2）　自然電位法の結果　（第4図）

　各測線を連絡して同じ基準点に直して記した。正異常

は不規則にて大きい。

　V線ホ3　　約＋80m．v．

　W線イ107　　約＋70m，v．
等電極の電気的接敏不完全と思われる地県に正異常が多

いよ5である。

負異常は

　∬線チ、、一γチ15約一〇～20m．v．

　1線・4・　、約O　m。v・
等固い岩盤に移る境界である。

　比較的低い地点としては　＋5～＋10m。v．前後にて

鉱脈に近、、・。

　質線イ5，イ6，イ11，

　V線　ホ17，ホm
およびO　m．v，前後の

　雁線イ、20，イ115，5，イ112，5，N線イ92，

等鉱脈によると思われるもの屯凌）るが，明らかな鉱脈に

よる異常を認めることはむづかしい。坑内においても負

異常一100m．v．の地点はコンクリート台等の特異地点で

あつて，一般には負20－30m。v．の湧水地点15，18，に

近くに陥没あり

330尺鑓の旧坑露頭上659／10分

280尺鑓の上，隔没あり630／10分

：および530／10分

　　600／10分
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o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
関係あるような地点がみられるのみで，鉱脈に関係ある　　地上では一般に10～20KΩcmで特に低い地点はない・10

明らかな異常は認められない。また坑内水のpHの変化　　m聞隔の見掛比抵抗値は20m聞隔のものよりも変化著し

に相応するよ5な電位差の変化も認められな“。下200　　く一般に高い。比抵抗の特に高い地域は

尺坑においても測定したが，鉱脈に関係凌）るよ5な変化　　　　V線　ホ15，ホ13，ホg　　　　最高50KΩcm

はない。また比抵抗の値と明らかな関係もみられな、・。　　　　　n線　チ、o，チ15　　　　　　　　〃　60　〃

　3）比抵抗法の結果　（第5図）　　　　　　　　　　　　　1皿線　へ18，へ7，へ8，へo，へ1，　　35　〃

　地並坑道内において電極間隔1m（四極法）を用い脈　　等珪化地幣，岩盤を示すものと思われる。

石・鳳岩などを測定したが，相互の区別はむづかしい。　　　4）地化学探鉱法の結果　（第3図）

　　集塊岩　　　　　　約16：K♀cm　新坑口に近い所　　　　試鹸的に坑内において10ヵ所，鉱脈附近の要所を選定

　　粒1伏安山岩－　　　約5～30〃　i新坑Plにi塞、’・所　　　　した。筆者の一人齋藤は試験管；に坑内水を採：販レ，試藥

　　　　　　　　　（粘土化　軟～固）　　　　　　　　　としてヂチゾン四塩化炭素溶液を加え，次の結果を得た。．

　　鉱石　　　　　　約24　〃　乾燥したもの　　　　　　地並坑道SI，Slo，Zn　O。17／c。c．集塊岩を透つ

　　廃鉱　　　　、　　　約8　、〃　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32一（200）
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、自然電位曲線図
　　　　S2　　　　Zn　　O、3r／cc

　　　　S3　．　　　　　　　　Agあり，白濁

　　　　　　　　　　　　　　　する
下100尺坑　　（280尺鑓）

　　　　S4　　　　zn　　1，2γ／c。c．　　　pH6，5

　　　　S5　　　　　〃　　1．2　〃　　　　　　〃　　3．2

　　　　S6　　　　　〃　　0．君　〃　　　　　　〃　　5．5

　下20g尺坑　、（280尺鑓）

　　　　　S7　　　Zn　1．5γノc．c．　　pH618・

　　　　　S8　　　　〃　一8．0　〃　　　　　〃　　〃

　　　　　Sg　　　　　〃　　0．5　〃　　　　　　〃　　〃

　黄銭鉱参塊りを一部に産したことがあるとも聞いた

が，（）Uは何の地点にも検出されなかつた。

　　　　　7．測定結果に対する考察

1）放射能法［
貯鉱（粉鉱・塊鉱およぴ廃石）の山の上で測定して

も，明らかな放尉能の塘大は認められない。從つて脈石
　　　ヤや母岩中に強放射性鉱物の集積した存在を考えにくい。9

やはり裂罐に滑いラドンのよ5なものが上昇したため

に，局部地点に強度の集積を來たしたのであろづσ從つ

て聞i接的にi裂罐を充填する鉱脈を推定する可能性はある

が，直接富鉱体を推定することはできない。

α線の放射能探査の場合には，極大値が自然値の5倍

にも達するとのことであるが，今回ガンマ線にて得られ

た極大値は自然計数の1．5倍にすぎない。

　放射能の壇大する地点を結んで断暦を考える場合

　　1線ノ・g，皿線チ6，辺線二4，5，皿線へ17，5

　　　　　　　　　　くこれらの地、点を結ぶべきかあるいは

　　1線ハ・5，∬線チ・・，皿線へ9，

を結ぶべきか今回の予備調査の結果だけからは到断でき

ない。地質條件から考えると，連結した小さな雁行裂鐸

群を考えるのが適切であろう。さらに詳細に精査をすれ

ぱ，ある一i連の強度地帯を得ることができ・るであろ5と

思5。
　傾斜した鉱脈の場合には上盤の方向に放射能極少の地

点が移動し，下盤の方向に極大地点が移動する場合も考

えられる。例えぼ，極小地点

　　1線ハ13，皿：線チ7．5，］旺線二6

あるいは皿線へ、7，N線イ9，v線ホu
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　　　　ヂ　　　．　　　　・　　　　　　　また皿線チ5・5皿線ハ18等の地点ではベー地点のみ比抵

　　　　ヂ　　　　極　　＿1　　継高駕その附近一幣噸寸能聯興購’6
　　　　　細～　　・、の地化学探法
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　　　　　　　　　　　紬　　ヤ
　　o　　　　　　　　　　　　　　　　o5’920ごo OO50砺

第、5図　比抵一抗曲線図

　　　、または（へ20，・16，ホ14）

等を蓮ねて考えることもできる3）。

　生騒鉱山においては鉱脈直上にて放射能減少を示し，

自然電位は負中心を示したとのことである。この鉱床に

おいてはV線ホ16露頭直上附近において放射能の壇大す

る地点は，自然電位が正の傾向を示すよ5である。

　2）　自然電位法

　本鉱床の鉱脈には満俺鉱物を多く含む故導，上部にお

いて酸化満俺，下部に，おいて酸化しない満俺めために，

自然電位の発生を期待したのであるが，著しい異常を示

，．さなかつた。鉱脈の一一部には黄鉄鉱め塊鉱を産出したと

のことであるが，牟体としてば黄鉄鉱少㌃く，脈石は石

英・方解石等比抵抗高く，，満俺鉱も比抵抗が高いため自

然電流が流れないのであろろ。

　3）比抵抗法
　風化表土が浅くて鉱脈が珪化幣を伴づ場合V線ホg，

ホ11等有効であ るようである。

　粘土を伴5場合は幅の狭い鉱脈そのものを探すことは

むずかしい。比抵抗が高い場所は岩石の綴密なことを示

すと考えると放尉能は少なくなるわけである？例えぱ］E

線へ7，へ8，．皿線テ11，チ15等力｛あるδしかし互線テ11，

チ10等の地点では比抵抗も高くチ放射能強度も堰大する。

　石英鉱脈または固い珪化した安山岩の境界を探す目的

には，比抵抗法が有効である。鉢脈が石英脈から軟い粘

土幣に移つた場含比抵抗法は困難となるが，放射能法は、

ある程度有効のように思う。殊に固い岩盤中の細脈を探

す時は，放射能法が比抵抗法よりも鋭い極大地、点を示

す。断暦または裂瞬を推定するには，地質條件を良く吟

昧して決める必要がある。

今回既知鉱脈の上では良い成果を示したといつても，・

末知鉱脈に応用するに際しては，アルファ線とガンマ線

との放射能強度の比較・表土の影響・粘土の種類・鉱脈

の落しの問題，推計学の応用・宇宙線の影響等多くの放

射能探鉱に関する基礎的研究問題が末解決のま瓦今後に

残されている。精査のためには測定時間を充分長くし，

測点の聞隔をさらに細かく取る必要があろづQなお最近

GrM管に比し感度極めて良くかつ宇宙腺の影響のほと

んど無いと言われるシンチレーション管が製作されるよ、

づになつたが，この種鉱床の探鉱に希望を与えるものど

いえよう4）。　　　　一　　　（昭和26年6～7月調査）
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